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rヽ 武轟式饉つ武歌季ィバル闇饉

「第27ロノ＼丈島文化フエステイバル」が 1月 24日 、ノ`丈口T多 目的ホール「おじやれ」

と●T民 ギャラリーで開かれ、約1000人の方にご来場いただきました。

舞台部門には、協会カロ盟の 11団体と一般公募の 6団 体、あわせて 17団体が出演。

3団 体が初出演でした。 どの団体も日頃の成果を十分に発揮 し、魅力的で見ごたえの

あるステージでした。エンディングでは、テーマ由「風の歌」を、バンドとサックスの

演奏で出演者とスタッフ、そして観客が共に歌い、客席とステージが一体化 した文フェス

らしい最高のラス トとなりました。

18日 からスター トした晨示部門には、5人が絵画やクラフ ト、ガラス細工などを出晨。

思わず見入ってしまうような力作ぞろいでした。布絵本 布遊具のブースには体験

コーナーも設置され、親子連れなどが楽しんでいました。

今年も、多くの方々のご支援とご協力のおかげで、フエスを無事、終了することが

できました。

また、当日会場に設置した支援金箱には多数の方のご厚意をいただきました。

この場を借 りておネし申し上げます。ありがとうございました。

(第 27ロ ノ`丈島文化フエステイバル実行委員会事務局長 山下久美子 )

(出 演団体 )′ 丈ヽ島民謡保存会 (よ され会)、 コウ リマ ナニ エ、

三線愛好会「美ら島」、Gold Breath、 ちょんこめ作業F~X、

無名劇団 (仮 fOlklorick、 大極拳練習会、M‐ iSle Ballet、

リコーダーアンサンブル、日本民謡朝元会、檜え扇会、

フラメンコサークル、Heat up、 ノ`丈太鼓月曜会、Mew― air、

ノ`丈島SOka栄光バンド、ノ`丈混声合唱団。

(出 晨者 )村田乃撫子、長山雅世、内山美津子、木下恵美、松本恭子 (敬称略 )

ノ`丈の布絵本 結ゆい

(舞台部門の写真は 2頁・ 4頁 )



八支島民謡保存会 (よされ会 )

| ちょんこめ作業所

太極拳練習会
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加盟団体活動記録 (2016年 1月 ～5月 ) 攀L▲ュ!攀
※協会で把握しているもののみを掲載しています。

未掲載の情報がありましたらお知らせ下さい。

★′ヽえ実記を読む会

歴史セ ミナー 2月 6 13・ 20 27、 3月 5日  (全 5口 )商 工会研修室ほか

★NPOあびの実

子ども招待公演「チィキィヤパークウ ぶちっとサーカスPOCO a Poco」 2月 20日 二根小体育館

野あそび隊冒険ハイク 4月 16日   プラザ公園集合解散

第21回 子どもまつ り「春のlla衛道路 を歩こう」 5月 5日   旧町役場 スター トゴール

第87口 公演「ジンマサフスキーのサイレン ト コメディーマジック」 5月 21日  二根小体育館

★檜え鳥会

第14口 日舞踊会  4月 24日  多目的ホール「おじゃれ」

★え津帆の会

をどり第二十口 え津帆の会 5月 22日  多目的ホール「おじやれ」

6月 ～9月 のイベン ト予定 (協会主催 後援 加盟団体主催等 )

※協会の主催 後援イベントや力]盟団体の活動を中,Cに 掲載しました。

詳細は、協会ホームページおよび「Faxメ ール通信」をご参照下さい。

6月

4日

4日

19日

7月

22日

8月

20日

26日

9月

10日

18日

(金 )、 24日 (土 )ノ 丈`島夏まつ り カロ盟団体ステージ出演予定

(土 ) 自然っ子クラブ 発足式&ハ イキング

(土 )～ 7日 (火 )小 原流′ヽ丈支部 みんなの花晨  町民ギャラリー

(日 )ノ 丈`檜会 日本舞踊発表会

(上 )CHAMP10N SELECTOR spin outinノ 丈`島

(全 )、 27日 (土 )ノ 丈`副 AZZフ ェスティバル2016
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丈島民大鵜 座
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